
地域住民の
愛着を可視化する

ソーシャルメディアの
展開

「ご当地愛フェイスブック」
の概要と仕組み

　

情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
確

固
た
る
存
在
感
を
放
つ
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
の
数
々
。
総
務
省
情
報
通
信
政

策
研
究
所
の
「
平
成
25
年　

情
報
通
信

メ
デ
ィ
ア
の
利
用
時
間
と
情
報
行
動
に

関
す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、
主
な
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
率
は
平
成
25

年
時
点
で
10
代
～
60
代
の
57
・
1
％
に

及
ん
で
お
り
、
現
在
は
さ
ら
に
普
及
率

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
は
、
今
や
地
域
に
と
っ
て
も
欠
か

せ
な
い
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
（
以

下
Ｊ
Ｒ
Ｃ
）
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
を
使
っ
た
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、２
０
１
３
年
に
鎌
倉
市
・

富
士
市
と
共
同
で
「
ご
当
地
愛
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
」
へ
の
取
り
組
み
を
ス
タ
ー

ト
し
た
。「
ご
当
地
愛
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
」
の
特
徴
は
、
地
域
住
民
や
地
域
の

フ
ァ
ン
が
投
稿
者
＝
管
理
人
と
な
り
、

専
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
地

域
情
報
を
「
ご
当
地
愛
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
」
の
ペ
ー
ジ
上
に
投
稿
す
る
こ
と
に

あ
る
。
現
在
で
は
、
鎌
倉
市
の
「
か
ま

く
ら
さ
ん
」
や
富
士
市
の
「
ふ
じ
氏
」

を
は
じ
め
、
全
国
８
つ
の
地
域
で
運
用

さ
れ
て
い
る
。　

 

「
ご
当
地
愛
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
の
メ

リ
ッ
ト
と
は
な
に
か
。
ま
ず
挙
げ
ら
れ

る
の
が
、
情
報
の
“
拡
散
性
”
の
高
さ

だ
。「
ご
当
地
愛
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」

で
は
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
と
す
る
複

数
の
個
人
が
情
報
の
発
信
者
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
投
稿
が
「
ご
当

地
愛
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
だ
け
で
な
く

投
稿
者
個
人
に
も
反
映
さ
れ
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
ご
当

地
愛
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
の
フ
ァ
ン
は

も
ち
ろ
ん
、
各
投
稿
者
の
個
人
的
な
友

達
が
発
信
さ
れ
た
地
域
の
情
報
に
対
し

地
域
の
住
民
を
巻
き
込
ん
だ

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
活
用

ご
当
地
愛
を
可
視
化
す
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て

ご当地愛フェイスブックにおける情報の広まり方

JRCが推進する「ご当地愛フェイスブッ
ク」では、専用アプリケーションを利用し、
地域住民などの複数の個人が「ご当地
愛フェイスブック」の投稿者＝管理人と
して情報を発信。その内容は「ご当地愛
フェイスブック」による投稿として、ペー
ジの「ファン」に発信されると同時に、
投稿者の個人ページにも反映される。

ご当地愛フェイスブック「か
まくらさん」のページ

情報発信や交流の場として今や確固たる存在感を示すソーシャルメディア。
じゃらんリサーチセンターでは、鎌倉市・富士市との共同研究として
2013年に「ご当地愛フェイスブック」をスタートした。
以来、全国に拡がる“地域への愛着を可視化するプラットフォーム”として拡大する
「ご当地愛フェイスブック」の現在地点と、今後の展開を考える。

拡がる! つながる!

ご当地愛
フェイスブック

ご当地愛フェイスブックに
「いいね！」した人たち

（ファン）

ご当地愛
フェイスブック

ページ
「ご当地愛フェイスブック」

として投稿される

個人の
ウォール

「山田花子さん」
として投稿される

山田花子さん

 いいね！
シェア

ご当地愛
フェイスブックページ

から投稿

Eさん FさんDさん

Dの友達 Eの友達 Fの友達

山田花子さんの
友達

Bさん CさんAさん

Aの友達 Bの友達 Cの友達

 いいね！
シェア

 いいね！
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ご当地愛の強さと
訪問意向に正の相関関係あり
JRCが2010年に実施した「ご当地調査2010」では、「地域へ
の愛着（ご当地愛）」が強い地域は、他者（首都圏定着者）によ
る来訪意向が強い傾向にあることがわかっている。「住んでよし」
の地域は「訪れてよし」の地域であることを物語る調査結果だ。

観光における
「ご当地愛フェイスブック」の可能性

「ご当地愛フェイスブック」の
特徴

て
「
こ
の
人
が
言
う
の
な
ら
ば
」
と
関

心
を
持
つ
可
能
性
が
高
い
し
、
そ
こ
か

ら
さ
ら
な
る
反
響
が
生
ま
れ
る
こ
と
も

あ
る
の
だ
。

　

ま
た
、
情
報
の
多
様
性
や
速
報
性
も

「
ご
当
地
愛
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
の
メ

リ
ッ
ト
と
い
え
る
。
個
性
や
属
性
の
異

な
る
多
様
な
人
が
管
理
人
と
な
っ
て
い

る
た
め
、「
ご
当
地
愛
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
」
に
は
「
地
域
の
お
す
す
め
レ
ス
ト

ラ
ン
」
か
ら
「
季
節
の
花
の
見
頃
」
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
発
信
さ
れ
て

い
る
。
自
治
体
内
の
担
当
者
だ
け
で
は

フ
ォ
ロ
ー
で
き
な
い“
情
報
量
”や“
視

点
”
を
カ
バ
ー
で
き
る
の
だ
。

　

さ
ら
に
、
地
域
を
愛
す
る
人
々
の
存

在
や
リ
ア
ル
な
声
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
上
に
可
視
化
さ
れ
る
こ
と
も
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
地
域

へ
の
愛
情
に
溢
れ
た
数
々
の
投
稿
や
そ

れ
を
取
り
巻
く
「
い
い
ね
！
」
は
、
住

民
の
一
体
感
や
ご
当
地
愛
の
醸
成
を
生

み
、
や
が
て
外
部
の
人
々
に
ま
で
広
が

っ
て
い
く
。
以
前
、
J
R
C
が
実
施
し

た
調
査
に
よ
る
と
、
ご
当
地
愛
の
強
さ

と
外
部
か
ら
の
「
旅
行
し
て
み
た
い
」

意
向
に
は
、
正
の
相
関
関
係
が
あ
る
。

“
ご
当
地
愛
”
と
い
う
目
に
見
え
な
い

も
の
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ

て
可
視
化
す
る
こ
と
が
、
地
域
の
魅
力

ア
ピ
ー
ル
に
つ
な
が
っ
て
い
く
可
能
性

は
大
き
い
は
ず
だ
。

□多面的でタイムリーな情報発信
□友達を介しての情報の拡散
□投稿を通じたご当地愛の可視化
□地域住民同士のつながりの強化
□主体的な地域アイデンティティの確立

北海道
京都府
沖縄県
静岡県
大阪府
長崎県
宮城県
青森県
新潟県
鹿児島県
岩手県
長野県
広島県
石川県
兵庫県

順位 都道府県

58.0
48.0
43.0
28.0
24.0
23.0
22.0
21.0
20.0

19.0

18.0
17.0

%

表2 旅行に行きたい
　   都道府県トップ15

（首都圏定着者／各単一回答）

1
2
3
4
5
6
7
8
9

11

14
15

※「ぜひ行きたい」の割合
※首都圏は対象外

出典：｢ご当地調査2010」（じゃ
らんリサーチセンター）

沖縄県
北海道
京都府
福岡県
宮城県
鹿児島県
滋賀県
大阪府
神奈川県
兵庫県
富山県
静岡県
岩手県
青森県
長野県
愛媛県
熊本県
長崎県
福島県
広島県

順位 都道府県

65.0
62.6
57.4
54.0
53.5
50.5
50.0
46.0
45.0
42.6
42.0
40.6
40.4
39.6
39.4
38.0
37.6
37.4
36.7
36.0

%

表１ ご当地愛の強い地域
　   トップ20

（地元定着者／各単一回答）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

※「とても愛着を感じる」の割合

ソーシャルメディアの本質

観光の本質

ご当地愛フェイスブック

□個人のメディア化
□人と人とのつながり醸成

□地域の「光」を「観」ること
□ご当地愛が強い地域は「訪れたい」
　地域でもある

□︎地域の魅力の発信
□ご当地愛の醸成による
　観光地としての魅力上昇
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鎌倉市の「かまくらさん」と富士市の「ふじ氏」をはじめ全国８つの
自治体に拡がる「ご当地愛フェイスブック」。
それぞれのプロジェクトの概要や特徴をご紹介する。
※各数値は2015年5月17日現在のもの

ご当地愛フェイスブックを
活用する8つの地域地域事例

神奈川県鎌倉市静岡県富士市岐阜県可児市滋賀県大津市

「いい国作ろう」にちなんで1192人
の管理人を募集。地域での活動
経験豊富な人 を々中心に、ご当地
愛に溢れるメンバーで運営されてい
る。四季や自然や伝統をテーマに
したクオリティの高い投稿が多いこ
とも特徴のひとつ。鎌倉の地域イ
ベントや新店情報など、速報性の
高い投稿にも人気が集まっている。

かまくらさん

DATA　
運用開始日	 2013年1月28日
管理人（投稿者）の人数	 350人
ページへの「いいね！」数	 7,263件
インプレッション数※	 23,139,672回
管理人募集人数	 1,192人

※表示回数

1192人の
かまくらさん
による情報発信
交流ページ

富士山を愛する人なら誰でも管理
人になることができる。管理人の
募集人数は、富士山の標高と同じ
く3776人！世界遺産に登録された

「富士山」が美しく見える街「富士
市」の魅力を発信・共有することを
コンセプトに、美しい富士山写真
の投稿をはじめ、さまざまな情報
が発信されている。

ふじ氏

DATA　
運用開始日	 2013年1月28日
管理人（投稿者）の人数	 302人
ページへの「いいね！」数	 2,511件
インプレッション数	 7,627,891回
管理人募集人数	 3,776人

3776人の
富士好きびと（＝ふじ氏）
による富士の魅力
発信ページ！

岐阜県中南部に位置し、約10万人
の人口を擁する可児市。市長やふ
るさと広報大使をはじめ、可児を愛
する人 （々市内在住でなくとも可）
が発信者となり、可児のおすすめ
スポットやグルメ、イベントなど、さ
まざまな情報を紹介。市民・行政
が一体となり、可児市を盛り上げ
る場となっている。

かにすき

DATA　
運用開始日	 2014年1月14日
管理人（投稿者）の人数	 88人
ページへの「いいね！」数	 1,375件
インプレッション数	 1,805,214回
管理人募集人数	 100,000人

10万人の
可児を愛する人

「かにすき」
による情報発信!!

滋賀県・大津市へのご当地愛を高
め、観光地としての魅力や知名度
の向上、地域ファンの創出を目指
して運用中。日本語・英語・中国
語など、多言語での投稿が多いこ
とも特徴だ。投稿者にはご当地キ
ャラの「おおつ光ルくん」からのク
リスマスカードが届くなど、モチベ
ーション向上施策もユニーク。

おおつどん

DATA　
運用開始日	 2014年10月10日
管理人（投稿者）の人数	 115人
ページへの「いいね！」数	 743件
インプレッション数	 396,071回
管理人募集人数	 667人

667人の
おおつどんによる
情報発信
交流ページ

 いいね！
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福岡県北九州市東京都江東区福井県熊本県阿蘇市

北九州市の観光情報を集約し、最
新情報を発信するためのツールと
して運営。投稿者の驚きや発見な
ど、リアルな北九州の情報を発信
する「レポート」と、北九州の魅力
を発見できる記事の引用を通じて、
北九州を新しく遊ぶためのヒントを
紹介する「キュレーション」を軸に
情報を発信している。

きたきゅっcha!cha!cha!

DATA　
運用開始日	 2014年10月20日
管理人（投稿者）の人数	 22人
ページへの「いいね！」数	 383件
インプレッション数	 157,249回
管理人募集人数	 1,901人

新鮮に「北九州」を
遊びたい人のための
フェイスブック
北九州で合流しましょう

下町情緒漂う地区と未来的な景
観が広がる湾岸エリアが共存し、
多彩な魅力を持つ東京都・江東区。
投稿者は、地域に愛着を持つ江
東区在住・在勤・在学の人々。地
域で生活しているからこそわかるレ
アな情報や旬の情報を発信。投
稿を通じて江東区の知られざる観
光資源を、世界に向けて紹介する。

ことてぃ

DATA　
運用開始日	 2014年11月17日
管理人（投稿者）の人数	 35人
ページへの「いいね！」数	 242件
インプレッション数	 89,010回
管理人募集人数	 4,131人

4131人の江東区
ファン（＝ことてぃ）
による観光・おでかけ
情報発信交流ページ

福井県の魅力を全国に向けて強く
アピールするため、セールスパーソン
となって県外で福井県のイメージア
ップ活動を展開する「ふくいブランド
大使」。その活動報告の場としてご
当地愛フェイスブックの運用を開始。
福井県の名勝や食の魅力のほか、
ドラマや書籍など、福井県に関わる
メディアの情報も精力的に発信中。

ふくいブランド大使

DATA　
運用開始日	 2014年12月15日
管理人（投稿者）の人数	 14人
ページへの「いいね！」数	 122件
インプレッション数	 18,257回
管理人募集人数	 2,912人

ふくいブランド大使
2912人（ふくいじん）
による、
情報発信交流ページ

「肥後の国（ひごのくに）」にちなんで、
1592人の投稿者を募集。阿蘇市
商工会のメンバーを中心に、自然
や旬のグルメ情報、伝統的なお祭
りなどの情報を発信している。阿
蘇山のパノラマをはじめ、見応えの
ある写真投稿が多いことも印象
的。投稿メンバーの条件は、阿蘇
市在住もしくは在勤であること。

あそし

DATA　
運用開始日	 2014年12月26日
管理人（投稿者）の人数	 23人
ページへの「いいね！」数	 650件
インプレッション数	 94,378回
管理人募集人数	 1,592人

1592人の
あそしによる
情報発信交流ページ
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人
の
つ
な
が
り
が
生
む

新
た
な
情
報
発
信
の
カ
タ
チ

自治体担当者の声

2
0
1
2
年
11
月
8
日

鎌
倉
市
と
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の
間
で

共
同
研
究
に
関
す
る
協
定
を
締
結

2
0
1
3
年
7
月

夜
光
虫
に
関
す
る
投
稿
に

9
1
5
6
リ
ー
チ
／
5
3
7「
い
い
ね
！
」

2
0
1
2
年
12
月
14
日

「
か
ま
く
ら
さ
ん
」へ
の
登
録
募
集
を
開
始

2
0
1
3
年
1
月
19
日

「
か
ま
く
ら
さ
ん
」説
明
会
開
催

2
0
1
3
年
1
月
28
日

2
0
1
4
年
4
月

2
0
1
4
年
1
月

2
0
1
3
年
1
月
下
旬

「
か
ま
く
ら
さ
ん
」が
3
0
0
名
を
突
破

2
0
1
3
年
10
月
4
日

か
ま
く
ら
さ
ん
オ
フ
会
を
開
催

2013年1月28日に「かまくらさん」がオー
プン。当日にはオープニング記者発表も行
われ、富士市の鈴木市長（当時）、鎌倉市
の松尾市長に加え、鎌倉市国際親善大
使である女優の鶴田真由さん、Facebook
日本副代表の森岡康一さんが参加。トー
クセッションなどが行われた。この日に「か
まくらさん」のリーチ数は、なんと1192！ 
幸先のよいスタートとなった。

「かまくらさん」オープン
オープニングイベント＆
記者発表も開催！

順調に伸びていた
「かまくらさん」へのいいね！が
5000を突破する

「いいね！」の数の推移

ＪＲＣと鎌倉市の共同研究として2013年1月に開始した
ご当地愛フェイスブックの先駆け「かまくらさん」。ページ開設以来、
多くの地域住民を巻き込みながら着実にファンを増やしてきた、その軌跡を紹介する。

ご当地愛フェイスブックの先駆け
　「かまくらさん」の軌跡

　

２
０
１
３
年
１
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、

以
後
４
８
０
０
件
以
上
（
２
０
１
５
年

２
月
時
点
）
の
投
稿
が
行
わ
れ
て
き
た

「
か
ま
く
ら
さ
ん
」。
３
５
０
名
も
の
投

稿
者
が
活
発
に
情
報
を
発
信
し
、「
オ

フ
会
」
や
「
謝
恩
会
」
な
ど
の
リ
ア
ル

な
つ
な
が
り
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
育
ま
れ
る
ご
当
地

愛
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的

存
在
だ
が
、
２
年
半
に
わ
た
っ
て
「
か

ま
く
ら
さ
ん
」
を
運
用
す
る
な
か
で
感

じ
る
手
応
え
と
は
？
Ｊ
Ｒ
Ｃ
と
の
共
同

研
究
事
業
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立

ち
上
げ
に
関
わ
り
、
２
０
１
５
年
３
月

31
日
ま
で
「
か
ま
く
ら
さ
ん
」
の
運
用

主
体
と
な
っ
て
い
た
鎌
倉
市
政
策
創
造

課
の
平
澤
野
安
さ
ん
に
聞
い
た
。

 

「
行
政
が
主
導
し
な
い
自
由
な
情
報
発

信
の
場
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
活

力
が
あ
り
、
市
民
の
方
々
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
日
々

『
い
い
ね
！
』
の
数
が
増
加
し
続
け
て

い
る
こ
と
を
非
常
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

軌跡01 2013年1月28日軌跡03 2014年4月

地域事例 いいね！

鎌倉市オリジナルご当地ナンバ
ーの交付当日に投稿されたタイム
リーな記事が、過去最多となる
28608リーチと596の「いいね！」
を獲得。地元ならではの速報性
が多くの鎌倉ファンの注目を集め
たことを物語っている。このほか、鎌倉の海で発生した夜
光虫についての投稿などにも多くのリーチと「いいね！」が集
まっている。

鎌倉ご当地ナンバーへの
リーチが20000を突破！ 
いいね！は590以上！

軌跡02 2014年1月
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8000

6000

4000

2000

0

6700〜

6139

3184
2462

1546411

5091

4665
H25年

2月

H25年
4月

H25年
7月

H26年
2月

H26年
4月

H26年
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H25年（開設）

鎌倉市政策創造課
平澤野安さん

鎌倉市観光協会
大川美紀子さん
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2
0
1
4
年
6
月

2013年1月の開設以来、
順調に「いいね！」を伸
ばしていた「かまくらさん」。
オープン半年後となる
2013年7月に、早くも
3000「いいね！」を記録。
さらに2014年4月には、
大台となる5000「いい
ね！」を突破している。
記事の累計投稿件数も
ページへの「いいね！」
と同様に伸びており、
2015年1月時点で4800
を記録している。

「かまくらさん謝恩会」を開催
メンバーの交流の場となる

同
時
に
、
非
常
に
可
能
性
の
大
き
な
取

り
組
み
で
あ
る
と
も
感
じ
て
い
ま
す
」

　

ご
当
地
愛
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
、

地
域
内
外
に
向
け
て
魅
力
を
発
信
し
、

地
域
愛
の
醸
成
を
図
っ
て
き
た
「
か
ま

く
ら
さ
ん
」
だ
が
、
市
民
を
巻
き
込
ん

だ
情
報
発
信
を
続
け
る
中
で
、
行
政
と

し
て
得
る
も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。

 

「
鎌
倉
を
愛
す
る
一
人
の
人
間
、
と
い

う
意
味
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
同
じ
目
線
で

投
稿
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
価
値

は
大
き
い
と
感
じ
ま
し
た
。
た
と
え
ば

オ
フ
会
等
の
際
に
、『
○
○
さ
ん
で
す

ね
！
○
○
の
投
稿
が
好
き
で
し
た
！
』

と
い
っ
た
会
話
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

投
稿
者
の
個
人
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
見

ら
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
な
ら
で
は
だ
と
思
い
ま
す
。

近
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
式
の
広
報
ツ
イ
ッ
タ

ー
な
ど
『
キ
ャ
ラ
が
面
白
い
』
ソ
ー
シ

ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
ア
カ
ウ
ン
ト
が
話
題
・

人
気
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
か
ら
出
来
上
が
っ
て
い
る

メ
デ
ィ
ア
な
の
で
、『
行
政
』や『
会
社
』

と
い
う
“
組
織
”
よ
り
も
、
そ
こ
に
属

す
る
“
個
人
”
が
前
面
に
出
た
情
報
発

信
が
、
よ
り
馴
染
む
の
か
な
と
感
じ
ま

し
た
。
今
後
は
そ
う
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り
方
が
増
え
て
い
く

か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
」

　

現
在
、「
か
ま
く
ら
さ
ん
」
の
運
用

は
鎌
倉
市
観
光
協
会
に
移
管
さ
れ
て
い

る
が
、
担
当
者
の
大
川
美
紀
子
さ
ん
は

「
こ
れ
か
ら
も
鎌
倉
市
民
と
の
つ
な
が

り
を
大
事
に
し
、
鎌
倉
の
良
さ
を
世
界

に
向
け
て
発
信
す
る
こ
と
で
観
光
誘
致

に
つ
な
げ
ら
れ
れ
ば
」
と
話
す
。

「かまくらさん」の
声

「かまくらさん」に最多投稿
小此木啓子さん

「週2～3回のペースで投稿をし
ていますが、『かまくらさん』へ
の投稿を通じて鎌倉の歴史や
文化、自然の大切さを知り、
守っていきたいと思うようにな
り、『鎌倉愛』がますます強く
なりました。他のかまくらさん
達の投稿を拝見すると、私の
知らない鎌倉がまだまだ沢山
あるのだと実感します。同時に
これから沢山、私の知らない
鎌倉を知ることができると思う
とワクワクします。もっと知識
を深め、これからもより『ディー
プな鎌倉』を発信していきた
いと思います」

15000リーチを超える
人気投稿も
平沢秀徳さん

「鎌倉の海、山、街が持つ素
晴らしさを発信したり、鎌倉を
愛する方達と共有したりできる
事に魅力を感じ、『かまくらさん』
に参加しました。地域コミュニ
ティの活性化や鎌倉市の課題
などを議論できる場としても『か
まくらさん』を利用できればと
考えています。また、『かまくら
さん』の大きなミッションは今
の鎌倉が持つ魅力を失わせる
事なく次世代（かまくらさんキッ
ズ）へ継承していくこと。今後
も鎌倉の魅力にもっともっと迫
りたいと思います」

軌跡05 2015年1月25日

四季折々の情緒を表現した投稿や、歴
史や伝統をテーマにした投稿が多いのが

「かまくらさん」の特徴。鎌倉の町があじ
さいに彩られる6月には、数多くの管理
人があじさいの写真や見頃の情報を発
信し、多くのファンの「いいね！」を集めた。
花だけでなく、サンセットや寺社など、
美しい写真を活用した投稿は、「かまくら
さん」の中でも特に人気が高い。

ご当地愛フェイスブックの活動を通じた人と人とのつながりが
盛んなことも「かまくらさん」の特徴だ。2013年10月には「か
まくらさんオフ会」が開かれ、管理人同士の横のつながりや、
行政との意見交換が行われ
た。また、2015年1月25日に
は「かまくらさん謝恩会」が開
催され、累計投稿件数上位の

「かまくらさん」に、市長から感
謝状が授与された。

あじさいに関する
複数の投稿が多くのリーチと
いいね！を獲得する。

軌跡04 2014年6月
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破
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Ｊ
Ｒ
Ｃ
と
富
士
市
に
よ
る
共
同
研
究

と
し
て
、
２
０
１
３
年
１
月
に
ス
タ
ー

ト
し
た「
ふ
じ
氏
」。現
在
、ペ
ー
ジ
へ
の

「
い
い
ね
！
」は
、
２
５
０
０
を
超
え
る

が
、
約
２
年
半
に
お
よ
ぶ
運
営
の
手
応

え
は
ど
う
か
。
運
営
主
体
と
な
る
富
士

市
観
光
課
の
松
村
岳
典
さ
ん
に
聞
い
た
。

「『
ふ
じ
氏
』
ペ
ー
ジ
へ
の
『
い
い
ね
！
』

が
順
調
に
増
え
て
い
る
こ
と
や
、
安
定

的
に
投
稿
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
ホ
ッ
と

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
ひ
と
つ
の
投

稿
あ
た
り
平
均
１
０
０
～
２
０
０
の

『
い
い
ね
！
』
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

行
政
が
管
理
者
と
な
っ
て
投
稿
し
て
い

く
タ
イ
プ
の
S
N
S
で
は
、
ど
う
し
て

も
堅
苦
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

富
士
市
や
富
士
山
の
フ
ァ
ン
目
線
で
投

稿
し
て
い
た
だ
け
て
い
る
た
め
、
見
て

い
る
人
も
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
」

　

で
は
、
ご
当
地
愛
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

の
運
営
に
関
わ
る
な
か
で
感
じ
る
、
自

治
体
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
と
は
な
に
か
。

「
地
元
の
人
し
か
知
ら
な
い
情
報
が
数

多
く
投
稿
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
富
士
山

の
美
し
く
見
え
る
季
節
や
マ
ニ
ア
ッ
ク

な
場
所
か
ら
の
投
稿
、
行
政
で
は
提
供

し
に
く
い
お
い
し
い
食
べ
物
屋
さ
ん
の

情
報
の
投
稿
な
ど
、
S
N
S
な
ら
で
は

の
リ
ア
ル
な
情
報
発
信
が
多
い
こ
と
で

す
ね
。
ま
た
、
自
治
体
担
当
者
が
仕
事

と
し
て
投
稿
し
て
い
る
と
、
ど
う
し
て

も
投
稿
ネ
タ
や
内
容
に
限
界
が
あ
り
ま

す
が
、
複
数
の
管
理
人
に
投
稿
し
て
も

ら
う
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
ネ
タ

が
労
せ
ず
飛
び
交
う
こ
と
に
も
メ
リ
ッ

ト
を
感
じ
て
い
ま
す
」

　
「
ふ
じ
氏
」
と
い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
上
を
行
き
交
う
の
は
、
富
士
山
や

富
士
市
を
愛
す
る
人
々
の
リ
ア
ル
な
声
。

市
民
に
ソ
フ
ト
を
委
ね
る
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
行
政
で
は
掴
め
な
か
っ
た
視
点

や
意
見
が
可
視
化
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。
さ
ら
に
富
士
市
で
は
、
バ

ー
チ
ャ
ル
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で

あ
る
「
ふ
じ
氏
」
を
、
リ
ア
ル
な
観
光

施
設
と
連
携
さ
せ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
構
想
が
生
ま
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
そ
う
だ
。

「
以
前
、
富
士
市
の
物
産
等
を
Ｐ
Ｒ
す

る
施
設
の
建
設
計
画
を
作
成
し
た
の
で

す
が
、
そ
の
際
、『
ふ
じ
氏
』
と
の
連

携
に
よ
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
上

で
の
バ
ー
チ
ャ
ル
な“
共
感
・
感
動
”と
、

物
産
館
と
い
う
リ
ア
ル
な
場
で
の
“
体

験
・
感
動
”
を
つ
な
げ
る
よ
う
な
施
設

が
で
き
な
い
か
、
と
い
う
構
想
が
生
ま

れ
ま
し
た
」

　

た
と
え
ば
、「
ふ
じ
氏
」
の
ペ
ー
ジ

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ

ー
ジ
の
よ
う
に
利
用
し
た
り
、
人
と
人

と
の
“
つ
な
が
り
”
を
重
視
し
た
地
元

参
加
型
物
産
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
り
…
。

最
終
的
に
建
築
計
画
は
見
送
ら
れ
た
が
、

構
想
時
に
得
ら
れ
た
ア
イ
デ
ア
は
こ
れ

か
ら
の
観
光
施
設
整
備
に
必
要
な
要
素

と
し
て
、
今
後
に
活
か
さ
れ
る
予
定
だ

と
松
村
さ
ん
は
話
す
。

　

ご
当
地
愛
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
が
可
視

化
す
る
地
域
の
魅
力
や
人
々
の
つ
な
が

り
。
そ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
地
域
づ
く

り
の
ア
イ
デ
ア
は
、
こ
れ
か
ら
も
全
国

各
地
で
生
ま
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

地
域
の
魅
力
を
可
視
化
し

新
た
な
発
想
を
生
む
土
台
に

バーチャルからリアルへの展開可能性も！

2013年1月、JRCと富士市の共同研究として始まった「ふじ氏」。「かまくらさん」と並ぶ、
ご当地愛フェイスブックの先駆けとしておよそ2年半にわたって運営されてきた「ふじ氏」は、
リアルとバーチャルをつなぐ新たな構想を生みながら現在も進化中!

ご当地愛フェイスブック
　「ふじ氏」の現在地と未来

地域事例 いいね！

富士市や富士山を愛する人、を条件に全国から管理人
（投稿者）を募集。ツウ好みで美しい富士山撮影ポイン
トなど、マニアックな投稿が多いのも特徴だ。ページを
眺めていると、すでに全国区の観光資源である富士山
の魅力が、さらに立体的に浮き上がってくる

富士市観光課 主幹
松村岳典さん

自治体
担当者の声

22　June  2015



　現在、8つの地域で運営されている
ご当地愛フェイスブック。そのページ
を眺めていると、育児の合間のちょっ
とした隙間時間を利用して小さな日常
を綴る主婦や、古くから地域活動に深
く関わってきた年配者、マニアックな
趣味の情報発信を続ける若者……な
ど、管理人（投稿者）の個性や投稿
内容は、実にさまざまなことがわかる。
そして、その“多様性”こそが、人々の
地域への愛情の深さや、地域の魅力
の奥行きを立体的に描き出している。
　こうした“多様”な投稿の中から、「い
いね！」やリーチ数が多い記事を分析
すれば、行政がこれまで気付くことの
できなかった地域の新たな魅力を掘
り起こすことも可能だろう。また、「か
まくらさん」の謝恩会のように、ソー

シャルメディア上でのつながりをリアル
な場へと展開していくこともできるし、

「ふじ氏」の観光施設構想のように、
バーチャルなつながりとリアルな場を
つなぐアイデアが生まれてくることもあ
る。さらに、ご当地愛フェイスブック
発のソーシャルイベントを企画したり、
ご当地愛フェイスブック上に蓄積され
た情報を二次利用したり…。ご当地
愛フェイスブックを活用した地域活性
化の展開は、さまざまな可能性に満
ちている。
　今や、人々のコミュニケーションの
プラットフォーム（土台）のひとつとな
ったソーシャルメディア。その特性を
活かしたご当地愛フェイスブックは、
地域を愛する人の活動を支えるひとつ
の場として、ますます重要性を増して
いくだろう。その拡がりに、今後も注
目していきたい。

　研究実証事業として「ご当地愛
フェイスブック」を鎌倉市、富士市
に導入いただいてから約２年間が
経過し、取り組む自治体も８地域
に増加。内容を俯瞰してみると地
域活動が主な内容のものから、地
域ブランドの広報を担う市民から
の発信など、発信者や目的にそれ
ぞれの地域の独自性がある。それ
もそのはず、ご当地愛フェイスブッ
クは、多種多様な発信者が地域
愛に基づいて情報発信していく、
ということだけが決まっている“仕
組み”であり“空の容器”のような
もので、コンテンツ（中身）を注入
するのは地域であり、地域の数だ
け、ご当地愛フェイスブックの形も
存在する。
　ところで、ツイッターで訪日外国
人から多く発信されている場所は
渋谷のスクランブル交差点だそう。
日本人にとっては人混みをかき分け
て進む交差点が外国人には観光
スポットになる。インバウンド観光
客の数が増加していく中、外国人
にとって人気が出る観光資源の発
掘も急がれているが、たとえば地
域内在住の各国の外国人に発信
者になってもらい彼らの目線による
地域資源を彼らの言語で発信して
もらうのはどうだろうか。母国を離
れて、その地域で暮らす彼らには
日々感じる地域への愛着がある。
ご当地愛フェイスブックの仕組みを
活用した多様な視点での地域愛
の発信、日本の魅力発信につな
がるに違いない。（文責　加藤）

担当研究員より

ご当地愛フェイスブックで
グローバルに魅力を発信

じゃらんリサーチセンター
主席研究員
加藤史子
ICTを活用した観光振興策（SNS
による地域愛の発信、位置情報ビ
ッグデータ分析による観光動向把
握など）や若者の旅行需要の創出
プロジェクトなどを実施。

じゃらんリサーチセンター
研究員
山本祐司

さまざまな展開可能性を持つ
ご当地愛の土台として

ご当地愛フェイスブック

活 用 の ポ イ ン ト

さまざまな投稿者による “量”と“質”、
“多様な視点”を持った情報発信をする

ポイント1

「いいね！」の分析等、投稿情報を活用した
観光資源の掘り起こしを行う

ポイント2

地域のファンや応援団をつなぐ
プラットフォーム（土台）として活用する

ポイント3

バーチャルな人と人のネットワークや情報を、
リアルな場へと活用する

ポイント4

投稿の頻度とクオリティを高め、
“ご当地愛”を外部に向けてアピールする

ポイント5
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